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ま
ち
ぐ
る
み
 

早
期
泥
あ
げ

回
収
作
業
 

四
月
十
四
日
、
市
保
健
環
境
課

の
呼
び
か
け
で
開
始
し
た
、
春
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
は
、
佐
々
木
市

長
を
は
じ
め
、
土
木
事
務
所
職
員
 

・

各
町
内
会
長
・
環
境
保
全
指
導

員
・
市
役
所
職
員
等
五十
数
名
が

参
加
し
、
国
道
三
三
九
号
線
の
栄
 

町
か
ら
敷
島
町
踏
切
り
ま
で
、
早

朝
の
泥
あ
げ
回
収
作
業
を
展
開
し

ま
し
た
。
 

シ
ル
バ

ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は
 

お
祭
り
広
場

と
河
川
敷
 

四
月
十
三
日
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
小
林清
蔵
理
事
長
・
会

員
四
百
七
十
人
）
では
、百
三
十
人

の
み
な
さ
ん
が
、
市
役
所
前
お
ま

つ
り
広
場
と
岩
木
川
河
川
敷
の
清

掃
奉
仕
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

風
の
な
か
、
ど
う
も
あ
り
が
と
 

青
森
県
青
集
海
舞
派
遣

事
業

一
般
団
倉
（
を募
集
し
ま
す
o
 

目
的
 
各
国
青
年
と
の
親
善
、
交
流
、
及
び
訪
問
国
の
実
情
の
視
察
、
見
 

学
、
日
本
文
化
の
紹
介
等
に
よ
り
、
本
県
青
年
の
国
際
的
視
野
の
拡
 

大
を
図
り
ま
す
。
 

訪

間
国
 
ド

イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
 

実
施
期
問
 
平
成
六
年
九
月
八
日
困
、
九
月
二
十
三
日
固
十
六
日
十
五
泊
 

主
 
催
 
青

森
県
 

募
集
人
員
 
五
所
川
原
市

一
名
（
県
全
体
二
十
四
名
）
 

申
し
込
み
先
と
締
め
切
り
 
市
中
央
公
民
館

（胃
三
五
上
ハ
〇
五
六
）
 

五
月
一
日
5
十
二
日
 

経
 
費
 

参
加
青
年
負
担
金
 
二
五
一
、〇
〇
〇
円
 

（派
遣
経
費

一
人
当
た
り
八
三
六
、〇
〇
〇
円
で
す
が
残
額
 

は
県
・
市
が負
担
）
 

資
格
要
件
 
①
市
内
に
居
住
し
、
概
ね
二
十
歳
ー
三
十
歳
ま
で
。
②
心
身
 

的
に
健
康
で
青
年
活
動
の
指
導
的
役
割
が
期
待
で
き
る
方
。
 

曾
意
の
花
か
「』
 

⑥
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
高
満
タ
力
氏

（川
端
町
九
二
）
廿
五
十
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
市
連
合
婦
人
会

（
高満
タ
力
代
表
）
廿
三
万
円
。
 

＠
美
術
館
建
設
墓
金
へ
 

〇
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会

（増
田
桓
一
代
表
）
廿
二
百
六
十
万
円
（
第
 

一
回
募
金
分
）
 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

〇
同
三
浦
石
油
商
会
（
三
浦
繁
光
代
表
・
栄
町
十
六
）
廿
十
万
円
。
 

囲
一

句
 

五
所
川
原
女
性
俳
句
会
 

白
寿
ま
で
生
き
る
の
ぞ
み
ゃ
桃
の

花
 

野
村
 
と
し
 

子
の
前
歯
か
ち
り
と
匙
に
桃
の
花
 

成
田
 
市
子
 

桃
の
花
水
に
流
せ
ぬ
悔
も
あ
り
 

斎
藤
今
日
子
 

母
の
戦
後
長
し
短
し
雛
ま
つ
り
 

松
宮
 
梗
子
 

恋
を
知
り
子
の
や
さ
し
さ
や
桃
ひ

ら
く
 
斎
藤
 

さ
だ
 

こ
け
し
木
地
木
目
あ
ら
は
に
春
浅

し
 

対
馬
 
障
子
 

紙
雛
に
素
顔
の
も
ど
る
ー
と
白
か

な
 
高
松
 
栄
 

紙
雛
に
孫
片
言
の
つ
く
り
唄
 

小
野
 
郁
子
 

ひ
な
あ
ら
れ
紅
葉
の
如
き
孫
の
手

に
 

小
栗
山
ひ
で
 

平
成
六
年
度
h
一
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ま
ち
ぐ
る
み

早
期
泥
あ
げ

回
収
作
業

四
月
十
四
日
、
市
保
健
環
境
課

の
呼
び
か
け
で
開
始
し
た
、
春
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
は
、
佐
々
木
市

長
を
は
じ
め
、
土
木
事
務
所
職
員

.
各
町
内
会
長
・
環
境
保
全
指
導

員
・
市
役
所
職
員
等
五
卜
数
名
が

参
加
し
、
国
道
三
三
九
号
線
の
栄

町
か
ら
敷
島
町
踏
切
り
ま
で
、
早

朝
の
泥
あ
げ
回
収
作
業
を
展
開
し

ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は

お
祭
り
広
場

と
河
川
敷

四
月
十
三
日
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
(小
林
清
蔵
理
事
長

・
会

員
四
百
七
十
人
)
で
は
、
百
三
十
人

の
み
な
さ
ん
が
、
市
役
所
前
お
ま

つ
り
広
場
と
岩
木
川
河
川
敷
の
清

掃
奉
仕
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

風
の
な
か
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

目
的

各
国
青
年
と
の
親
善
、
交
流
、
及
び
訪
問
国
の
実
情
の
視
察
、
見

学
、
日
本
文
化
の
紹
介
等
に
よ
り
、
本
県
青
年
の
国
際
的
視
野
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。

訪

問

国

ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ

実
施
期
間

平
成
六
年
九
月
八
日
肘
1
九
月
二
十
三
日
働
十
六
日
十
五
泊

主

催

青
森
県

募
集
人
員

五
所
川
原
市

一
名
(
県
全
体
二
十
四
名
)

申
し
込
み
先
と
締
め
切
り

市
中
央
公
民
館
(
宮
三
五
1

六

O
五
六
)

五
月

一
日
1
十
二
日

参
加
青
年
負
担
金
二
五
て

0
0
0円

(
派
遣
経
費
一
人
当
た
り
八
三
六、

0
0
0円
で
す
が
残
額

は
県

・
市
が
負
担
)

①
市
内
に
居
住
し
、
概
ね
二
十
歳

1
三
十
歳
ま
で
。
②
心
身

的
に
健
康
で
青
年
活
動
の
指
導
的
役
割
が
期
待
で
き
る
方
。

経

費

資
格
要
件

善
意
の
お
か
ご

@
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ

O
高
満
タ
力
氏

(川
端
町
九
二
)
H五
十
万
円
。

O
五
所
川
原
市
連
合
婦
人
会

(高
満
タ
カ
代
表

)
H三
万
円
。

@
美
術
館
建
設
墓
金
へ

O
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会

(
増
田
桓

一
代
表
)
リ
二
百
六
十
万
円
(
第

一
回
募
金
分
)

@
社
会
福
祉
へ

0
岡
三
浦
石
油
商
会

(三
浦
繁
光
代
表

・
栄
町
十
六

)
H十
万
円
。
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長
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雛
ま
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松

宮
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し
木・
士也じ
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H軍春
子浅

紙
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に
素
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一
と
白
か

な

高

松

栄

車氏
努佐

孫
片主
言言
σ3 
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里子り
唄
有日
子

ひ
な
あ
ら
れ
紅
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の
如
き
孫
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手

に

小

栗
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ひ

で
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「奉
仕
に
、
手
芸
に
、
今
年
も
な
か
よ

く
」
 

三
好
・
「
好

婦
人
会
 

澗
⑩
 
静
は
業
鷲
鷺
 

量
井
万
H
い
 

い
う
こ
と
で
、
殆
ん
ど
の

人
が
、
三
日
問
の
家
庭
看
護
の
基
礎
講
習
を
受
け
、
 

修
了
証
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
他
年
に
三
回
程
、
 

岩
木
療
養
所
の
お
む
つ
た
た
み
作
業
を手
伝
っ
た
り
、
 

市
内
で
は
献
血
を
率
先
し
て
呼
び
か
け
る
な
ど
、
奉

仕
の
心
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

働
 

即
 青年部・婦人部 

活
動
は
春
四
月
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
周

り
の
草
と
り
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
農
閑
期
の
村
ま

つ
り
（
文
化
祭
）
で
は
、
日
頃
か
ら
、
 作
っ
て
来
た

押
し
絵
や
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
利
用
し
て
作
っ
た
小
箱

な
ど
、
数
々
の
手
芸
品
を
展
示
す
る
他
、
住
民
協
議

会
や
老
人
ク
ラ
ブ
と
共
に
、
地
区
内
の
老
人
を
招
待
、
 

ご
ち
そ
う
づ
く
り
に
腕
を
ふ
る
い
ま
す
。
一
月
の
新

年
会
で
は
、
踊
り
を
披
露
す
る
な
ど
、
年
間
を
と
お

し
て
、
楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
 

「ふ
だ
ん
は
皆
さ
ん
手
芸
に
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
で
す
。
暇
を
み
つ
け
て
は
集
ま
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
い
と
会
長
で
あ
り
、
手
芸
の
講
師
で
も
あ
る
開
米

実
枝
さ
ん
。
額
入
り
の
押
し
絵
ゃ
、
和
紙
を
張
っ
た

小
箱
な
ど
、
数
々
の
み
ご
と
な
作
品
を
見
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
 

⑩
「
ク
ン
シ
ラ
、
ノ」
 

（君
子
蘭
）
 

／し
 

寺井幹夫さん 

（寺 町） 

こ
ん
な
に
大
き
な
花
が
、
 一
株
に
二
つ
も
咲
い
て
、
び
っ
く
り
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

こ
の
花
は
、
花
も
葉
も
根
も
勢
が
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
。
 

二
、
三
年
前
、
こ
の
鉢
か
ら
株
分
け
し
た
も
の
も
、
今
年
花
を
つ

け
ま
し
た
。
 

た
だ
寒
さ
や
直
射
日
光
に
弱
い
の
で
、
風
通
し
の
良
い
、
半
日
陰

に
な
る
よ
う
な
場
所
に
置
い
て
い
ま
す
。
冬
だ
と
、
最
低
三
度
は
必

要
で
し
ょ
う
ね
0
 

君子蘭 

3 平成 6年5月1日 

:ケ竺叶一 一士 一 iii 計】今日空全訪問 : 
t 

山r常持暫て証言誤算室吉岡昭@町内;
t I I iL.園田...J ，ji吋均a・・.. ぱ 血 のけ 問 i 
髄弘田直園士を二二.. 1..¥1 主畑園田 dれ をおての 1 

関空E22孟璽立法九岨舗ご完ど王室 青年部・婦人部
島週'由雄割圃F臨F二世司剛唖臨~. 画商品 まし苧す看 --， ~ 

プも:宍 1RJ眠ぷ1l1li'''''''可 て品主J努日 誌十 塞 :
"'- ~ナ ..!!!.. ~ f i 、さヨ 'V ， E)t fE d335とへ F 万
恒正~ .. tU .，/オ ~ t' か子 他礎 と け 三 T士
直面~， ， ::;:...(~ムJL f '1T:必青 tt 宝 {F.講で赤人 J-

~ ..._- ウ守."トAJL1h H三号点差a hj 
更 4 片九-J..時四 どよ回受ん団人 ー

GZ程けど員会 三E
奉ソ、、、のと員 ]ー

一一-I - I ";zi;' 

;三省護主主「与ZZ季ZTZZ活 女子 lこ;
:まなさとすふ、てもそ」き、絵 (草 動 1 • 1 

iしどん会。 だ楽はう人数や文とは I _一一一_，:71 一一一 己 iふ :
。長暇んし 、づク々 、化り春 l ・・・・・・'111 に二1，
:027日間i72;tfiRi精進 Ifi-44唱!牛:
;全員子片時引号 Jl九?1ZEア;11r盃11閣安 ;

芸は芸っすふ 展を卜|り ユ 1¥“ 空空言票日夕除、望書 .11いム11，ζ ! 
な絵の集にぱるる地示利頃ま ニ 昔 L 伊 Ifr.. i..-.ぷ..，'"津I~。
作や講まいいない区す用かすテ I.，. -' ~~.:過4掴園園田己j か
、師 つつでどま 切 るしら 。ィ島--i'E雪Tで唱・圃聞圃圃園幽 l 

を 和 ででしす、すロ イ也 で、農セ日開弘幽4 園長長蹟悶圃 よ t

号 222fl 二 z ーセ空間~l些鳥画・・闘踊圃 之j
く宿高毛け を月乞民たでの I L ~ 
だ Z札 J ん との招協小釆村の : 
米すめ お新 f苛議箱たま周 i 

「
ク
ン
シ
ラ
ン
」

(君
子
関
)

寺井幹夫さん

(寺町)

こ
ん
な
に
大
き
な
花
が
、

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
花
は
、
花
も
葉
も
恨
も
勢
が
あ

っ
て
い

い
で
す
ね
。

二
、
三
年
前
、
こ
の
鉢
か
ら
株
分
け
し
た
も
の
も
、
今
年
花
を
つ

け
ま
し
た
。

た
だ
寒
さ
や
直
射
日
光
に
弱
い
の
で
、
風
通
し
の
良
い
、
半
日
陰

に
な
る
よ
う
な
場
所
に
置
い
て
い
ま
す
。
冬
だ
と
、
最
低
三
度
は
必

要
で
し
ょ
う
ね
。

株
に
二
つ
も
咲
い
で
、
び

っ
く
り
し君子蘭

3 平成6年5月1El 
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平成 6年 5月 1日 

五
所
川
原
市
域
に
は
、
鍬
な
ど

の
農
具
を
質
入
し
た
江
戸
時
代
の

証
文
が
残
っ
て
い
る
。
写
真
の
証

文
（
飯
塚
平
次
氏
所
蔵
文
書
）
は
、
 

宝
暦
六

（
一
七
五
六）
年
三
月
に
、
 

飯
詰
組
に
属
す
る
飯
詰
村
手
代
の

仁
兵
衛
ら
六
名
が
、
北
屋
（
飯
塚
）
 

八
九
郎
に
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。
 

北
屋
は
、
当
時
飯
詰
組
の
大
庄
屋

を
勤
め
、
推
進
中
で
あ
っ
た
藩
政

改
革
の
一
翼
を
に
な
っ
て
い
た
。
 

証
文
は
、
 一
一
九挺
の
鍬
と
、
 

一
五
挺
の
馬
鍬
、
七
挺
の
太
刀
を

質
入
し
、
銭
二
五
貫
余
を
借
用
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
農
地
で

は
な
く
、
鍬
や
馬
鍬
と
い
う
農
旦（
 

を
質
に
入
れ
る
こ
と
は
、
極
め
て

興
味
深
い
。
飯
塚
家
所
蔵
文
書
中

に
は
、
農
具
の
質
入
証
文
が
二
〇

数
点
あ
り
、
い
ず
れ
も
宝
暦
五
年

と
六
年
の
も
の
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
証
文

が
、
百
姓
個
々
人
で
は
な
く
、
手
 
 

代
、
手
付
と
い
っ
た
村
役
人
に
よ

っ
て
書
か
れ
、
か
れ
ら
が
返
済
の

責
任
を
お
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 

飯
塚
家
文
書
の
農
具
質
入
証
文
は
、
 

い
ず
れ
も
村
役
人
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
て
い
る
。
 

先
の
証
文
で
は
、
宝
暦
六
年
秋

の
返
済
を
確
約
し
て
い
る
。
し
か

し
、返
済
が
滞
る
場
合
も
あ
っ
た
。
 

た
と
え
ば
、
宝
暦
六
年
三
月
に
元

利
合
計
一
貫
六
七
五文
を
借
用
し

た
福
山
村
と
豊
成
村
の
場
合
、
期

限
の
同
年
秋
に
返
済
が
で
き
ず
、
 

改
め
て
年
賦
証
文
を
作
成
し
て
い

る
。
年
賦
返
済
と
な
っ
て
も
、
利

子
は
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
っ

た
。
 

以
上
の
諸
点
か
ら
、
こ
の
時
期

の
農
具
の
質
入
を
、
ど
の
よ
う
に

考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
津

軽
領
の
農
民
が
、
再
生
産
の
た
め

に
不
可
欠
な
農
具
を
質
入
せ
ざ
る

を
え
な
い
状
況
下
に
あ
っ
た
こ
と
 
 

は
わ
か
る
。
し
か
し
、
質
入
す
べ

き
田
畑
が
全
く
存
在
し
な
か
っ
た

と
か
、
農
地
の
質
入
が
意
味
を
な

さ
な
い
程
、
農
地
が
荒
廃
し
て
い

た
と
は
考
え
に
く
い
。
飯
塚
家
文

書
中
に
は
、
他
に
個
々
の
百
姓
名

の
田
畑
質
入
証
文
も
存
在
し
て
い

る
。
ま
た
、
宝
暦
五
年
か
ら
八
年

に
か
け
て
の
領
内
の
田
畑
調
査
に

よ
れ
ば
、
総
石
高
が
合
計
で
三
〇

万
五
〇
〇
〇
石
余
に
の
ぽ
っ
て
お

り
、
生
産
力
は
む
し
ろ
上
昇
傾
向

に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
前
述
の
よ
う

に
、
農
具
の
質
入
は
、
個
人
で
は

な
く
、
村
役
人
が
一
括
し
て
農
具

を
質
入
し
銭
を
借
用
す
る
の
が
一

般
的
で
あ
り
、
質
入
先
も
大
庄
屋

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
農
具
の
質

入
は
、藩
公
認
の
事
態
で
あ
っ
た
。
 

質
入
さ
れ
た
農
具
も
、
実
際
に

飯
塚
家
に
集
積
さ
れ
た
訳
で
は
な

く
、
個
々
の
農
民
が
、
そ
の
ま
ま

使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

ま
た
、
年
賦
返
済
と
な
っ
て
も
、
 

利
子
が
増
え
て
い
な
い
こ
と
な
ど

を
考
え
る
と
、
こ
の
時
期
の
農
具

の
質
入
は
、
む
し
ろ
百
姓
救
済
の

意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
え
る
。
農
地
と
い
う
再
生

産
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぽ
す
不
 
 

動
産
を
質
入
す
る
の
で
は
な
く
、
 

生
産
に
不
可
欠
で
あ
る
が
、
動
産

で
あ
る
農
具
を
、
村
役
人
名
で
質

入
す
る
こ
と
で
、
百
姓
成
り
立
ち

が
は
か
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
 

津
軽
領
は
、前
年
に
元
禄
八
（
一

六
九
五
）
年
以
来
の
大
凶
作
と
な

り
、
拝
領
高
四
万
七
〇
〇
〇
石
の

う
ち
三
万
四
二
八
〇
石
余
と
、
新

田
高
一
九
万
六
三
五
三
石
の
う
ち

一
六
万
一
一
三
〇
石
を
、
損
亡
高

と
し
て
幕
府
へ
届
け
出
て
い
る
。
 

藩
首
脳
部
は
、領
民
救
済
の
た
め
、
 

大
庄
屋
を
通
し
て
領
内
の
米
穀
や

雑
穀
、
味
噌
、
醤
油
等
を
強
制
的

に
買
い
上
げ
、
分
配
す
る
と
い
う

非
常
手
段
を
採
用
し
た
。
さ
き
の

証
文
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に

書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 

し
か
し
、
農
具
の
質
入
は
、
ま

た
別
の
意
味
を
も
持
っ
て
い
た
。
 

農
具
の
質
入
は
、
そ
れ
自
体
に
換

金
価
値
が
あ
っ
た
と
い
う
より
も
、
 
 農

業
生
産
を
象
徴
す
る
も
の
と
し

て
の
意
味
こ
そ
が
農
具
に
あ
っ
た

所
為
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る

と
、
農
具
を
質
入
す
る
行
為
は
、
 

百
姓
の
魂
、
百
姓
の
全
存
在
を
預

け
る
と
い
っ
た
意
味
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
思
い
起
こ
す

の
は
、
戦
国
社
会
に
お
い
て
、
刀

が
侍
の
身
分
を
示
す
も
の
で
あ
っ

た
と
同
時
に
、
鎌
が
百
姓
の
身
分

標
識
で
あ
り
、
百
姓
か
ら
鎌
を
取

る
行
為
は
、
侍
か
ら
刀
を
取
り
上
 

げ
る
の
に
比
す
べ
き
、
そ
の
存
在

の
否
定
に
つ
な
が
る
深
刻
な
意
義

を
も
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
近
世
津
軽
藩
の

農
村
で
は
、
鎌
な
ら
ず
鍬
な
ど
の

農
具
を
質
入
し
た
が
、
こ
の
行
為

も
ま
た
鎌
を
取
る
行
為
と
同
様
に
、
 

百
姓
の
存
在
の
否
定
に
つ
な
が
る

行
為
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
百

姓
成
り
立
ち
を
意
図
し
た
農
具
の

質
入
は
、
 一
面
百
姓
身
分
の
否
定

を
も
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
 

市
史
編
纂
だ
よ
り
喰
 

農
具
の

質
入
れ
 

近
世
部
会
 
浅
 

倉
 
有
 
子
 

停

h
ド
ャI
勇
承
近
臭

I◇
私
シ
h
人
 

・

再
諾

ム
努
人八
作
k
 

鍬
界
哀
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五
所
川
原
市
域
に
は
、
鍬
な
ど

の
農
具
を
質
入
し
た
江
戸
時
代
の

証
文
が
残

っ
て
い
る
。
写
真
の
証

文

(飯
塚
市
「
次
氏
所
蔵
文
芹
)
は
、

宝
暦
六

(一

ヒ
五
六
)
年
三
月
に
、

飯
詰
組
に
属
す
る
飯
詰
村
手
代
の

仁
兵
衛
ら
六
名
が
、
北
屋

(飯
塚
)

八
九
郎
に
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。

北
屋
は
、
当
時
飯
詰
組
の
大
庄
屋

を
勤
め
、
推
進
中
で
あ

っ
た
藩
政

改
革
の

一
翼
を
に
な

っ
て
い
た
。

証
文
は
、

一一

九
挺
の
鍬
と
、

一
五
挺
の
馬
鍬
、
七
挺
の
太
万
を

質
入
し
、
銭
二
五
貫
余
を
借
用
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
農
地
で

は
な
く
、
鍬
や
馬
鍬
と
い
う
農
具

を
質
に
入
れ
る
こ
と
は
、
極
め
て

興
味
深
い
。
飯
塚
家
所
蔵
文
害
中

に
は
、
農
具
の
質
入
証
文
が
二
O

数
点
あ
り
、
い
ず
れ
も
宝
暦
五
年

と
六
年
の
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
証
文

が
、
百
姓
個
々
人
で
は
な
く
、
手

代
、
手
付
と
い

っ
た
村
役
人
に
よ

っ
て
苦
か
れ
、
か
れ
ら
が
返
済
の

責
任
を
お

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

飯
塚
家
文
芹
の
農
具
質
入
証
文
は
、

い
ず
れ
も
村
役
人
に
よ

っ
で
作
成

さ
れ
て
い
る
。

先
の
証
文
で
は
、
宝
暦
六
年
秋

の
返
済
を
確
約
し
て
い
る
。
し
か

し
、
返
済
が
滞
る
場
合
も
あ

っ
た
。

た
と
え
ば
、
宝
暦
六
年
三
月
に
元

利
合
計

一
貫
六
七
五
文
を
借
用
し

た
福
山
村
と
豊
成
村
の
場
合
、
期

限
の
同
年
秋
に
返
済
が
で
き
ず
、

改
め
て
年
賦
証
文
を
作
成
し
て
い

る
。
年
賦
返
済
と
な
っ
て
も
、
利

子
は
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
っ

た
。以

上
の
諸
点
か
ら
、
こ
の
時
期

の
農
具
の
質
入
を
、
ど
の
よ
う
に

考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
津

軽
領
の
農
民
が
、
再
生
産
の
た
め

に
不
可
欠
な
農
具
を
質
入
せ
ざ
る

を
え
な
い
状
況
下
に
あ

っ
た
こ
と

は
わ
か
る
。
し
か
し
、
質
入
す
べ

き
田
畑
が
全
く
存
在
し
な
か

っ
た

と
か
、
農
地
の
質
入
が
意
味
を
な

さ
な
い
程
、
農
地
が
荒
廃
し
て
い

た
と
は
考
え
に
く
い
。
飯
塚
家
文

書
中
に
は
、

他
に
個
々
の
百
姓
名

の
田
畑
質
入
証
文
も
存
在
し
て
い

る
。
ま
た
、
宝
暦
五
年
か
ら
八
年

に
か
け
て
の
領
内
の
田
畑
調
査
に

よ
れ
ば
、
総
石
高
が
合
計
で
三
O

万
五

0
0
0石
余
に
の
ぼ
っ
て
お

り
、
生
産
力
は
む
し
ろ
上
昇
傾
向

に
あ

っ
た
。
さ
ら
に
前
述
の
よ
う

に
、
農
具
の
質
入
は
、
個
人
で
は

な
く
、

村
役
人
が

一
括
し
て
農
具

を
質
入
し
銭
を
借
用
す
る
の
が

一

般
的
で
あ
り
、
質
入
先
も
大
庄
屋

で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
農
具
の
質

入
は
、
藩
公
認
の
事
態
で
あ

っ
た
。

質
入
さ
れ
た
農
具
も
、
実
際
に

飯
塚
家
に
集
積
さ
れ
た
訳
で
は
な

く
、
個
々
の
農
民
が
、
そ
の
ま
ま

使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
年
賦
返
済
と
な
っ
て
も
、

利
子
が
増
え
て
い
な
い
こ
と
な
ど

を
考
え
る
と
、
こ
の
時
期
の
農
具

の
質
入
は
、
む
し
ろ
百
姓
救
済
の

意
味
を
も

っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
え
る
。
農
地
と
い
う
再
生

産
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
不

佑
Y
N
Y
B
k
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6大
d
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L
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之
ん
刊
か
殺
す
人
会
人
伊
良
迄

何
色
を
お
宿
将
か
え

τ伐
を
仏

-hゑ
ゑ
禁
容
愛
人

7
2

藩
首
脳
部
は
、
領
民
救
済
の
た
め
、
げ
る
の
に
比
す
べ
き
、
そ
の
存
在

大
庄
屋
を
通
し
て
領
内
の
米
穀
や
の
否
定
に
つ
な
が
る
深
刻
な
意
義

雑
穀
、
味
噌
、
持
油
等
を
強
制
的
を
も

っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

に
買
い
上
げ
、
分
配
す
る
と
い
う

る

こ

と

で

あ

る

。

近

世

津

軽
薄
の

非
常
手
段
を
採
用
し
た
。
さ
き
の

農
村
で
は
、
鎌
な
ら
ず
鍬
な
ど
の

証
文
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に

農
具
を
質
入
し
た
が
、
こ
の
行
為

書

か

れ

た

も

の

で

あ

っ

た

。

も

ま

た

鎌

を

取
る
行
為
と
同
様
に
、

百
姓
の
存
在
の
否
定
に
つ
な
が
る

行
為
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
百

姓
成
り
立
ち
を
意
図
し
た
農
具
の

質
入
は
、

一
面
百
姓
身
分
の
否
定

を
も
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

動
産
を
質
入
す
る
の
で
は
な
く
、

生
産
に
不
可
欠
で
あ
る
が
、
動
産

で
あ
る
農
具
を
、

村
役
人
名
で
質

入
す
る
こ
と
で
、
百
姓
成
り
立
ち

が
は
か
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

津
軽
領
は
、
前
年
に
元
禄
八
(一

六
九
五
)
年
以
来
の
大
凶
作
と
な

り
、
拝
領
高
四
万
七

0
0
0石
の

う
ち
三
万
四
二
八
O
石
余
と
、
新

田
高

一
九
万
六
三
五
三
石
の
う
ち

一
六
万

一
一
三

O
石
を
、
損
亡
高

と
し
て
幕
府
へ
届
け
出
て
い
る
。

し
か
し
、
農
具
の
質
入
は
、
ま

た
別
の
意
味
を
も
持

っ
て
い
た
。

農
具
の
質
入
は
、
そ
れ
自
体
に
換

金
価
値
が
あ

っ
た
と
い
う
よ
り
も
、

農
業
生
産
を
象
徴
す
る
も
の
と
し

て
の
意
味
こ
そ
が
農
具
に
あ

っ
た

所
為
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る

と
、
農
兵
を
抗
入
す
る
行
為
は
、

百
姓
の
魂
、
百
姓
の
全
存
在
を
預

け
る
と
い

っ
た
意
味
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
思
い
起
こ
す

の
は
、
戦
国
社
会
に
お
い
て
、
万

が
侍
の
身
分
を
示
す
も
の
で
あ

っ

た
と
同
時
に
、
鎌
が
百
姓
の
身
分

標
識
で
あ
り
、
百
姓
か
ら
鎌
を
取

る
行
為
は
、
侍
か
ら
万
を
取
り
上
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，鵬
畔
麟
譲
落
虜
 

い
た
わ
り
の
心
大
切
に
 

出
、
 

三
』
『
 

ふ
小

・癖
黒
か
二
 

市
立
高
等

看
護
学

院
入
学
式
 

心
あ
ら
た
に
 

誓
い

の

こ
と
ば
 

希
望
を

胸
に
 

ー
喜
び

の
歌
ー
 

5 平成 6年5月 1日 

       

 

平成 6年春の防犯運動中 

実施期間〈l麟4 252器裳〉1 カ月間 
＊重点目標 

（ユ） 盗難の防止 

（②） 暴力の追放 

（③） 少年非行の防止 

＊五所川原地区暴力追放推進協議会＊ 

＊五 所 川 原 警 察 署＊ 

  

第2回えびね展 

 

 

全
国
銘
花
か
ら
当
地
方
産
 

優
良
品
ま
で
展
示
し
ま
す
。
 

5月7日
～
'
8

日
 松

島
会
館
ホ
ー
ル
 

期
場
 

会
会
 

 

 

（五所川原温泉となり） 

主催 東日流蘭友会 

連絡先 容29 - 2461 伊藤 方 

 

すぐにぽい 

それが地球をよごす種 

南小 5年 沢 田 香 織 

一
 

四
月
九
日
、
市
立
高
等
看
護
学

院

（
山形
明
義
学
院
長
）
で
第
一
一

十
九
回
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
西

北
五
地
方
を
は
じ
め
、
遠
く
、
北

海
道
、
秋
田
県
な
ど
か
ら
、
三
十

一
人の
新
入
生
が
正
看
護
婦
（
士）
 

の
資
格
取
得
に
向
け
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
 

入
学
式
に
は
、
父
母
や
来
賓
、
 
 

上
級
生
ら
約
百
二
十
人
の
出
席
の

も
と
、
新
入
生
代
表
の
熊
洋
真
澄
 

（仙
台
市
医
師
会
附
属
准
看
護
学

院
卒
業
）
さ
ん
が
、「相
手
の
立
場

に
立
っ
た
、
や
さ
し
く
思
い
や
り

の
あ
る
看
護
婦
に
な
れ
る
よ
う
努

力
し
ま
す
。」
と
力
強
く
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

昨
年
八
月
よ
り
新
築
工
事
を
進

め
て
い
た
、
市
立
西
北
中
央
病
院
 

（
山
形
明
義
院長
）
の
医
師
住
宅

が
、
松
島
町
三
丁
目
ー
ーノ
ー
に
完

成
し
、
四
月
十
五
日
、
落
成
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

医
師
住
宅
は
、
国
民
年
金
積
立

金
の
還
元
融
資
に
よ
「
て
建
築
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
家
族
用
（
床

面
積
約
七
百
八
十
四
平
方
メ
ー
ト

ル
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
 
 

建
、
 一
棟
六
戸
建
・
工
事
費
、
 一

億
六
千
五
百
六
十
八
万
五
千
八
百

円
）
と
、
単
身
用
（
床
面
積
約
一
一

百
七
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、
木
造

二
階
建
、
 一
棟
四
戸
建
・
工
事
費
、
 

五
千
五
百
八
十
万
五
千
四
百
円
）
 

の
二
棟
で
、
病
院
ま
で
の
距
離
も

歩
い
て
十
分
と
近
く
、
十
分
整
備

さ
れ
た
、
近
代
的
な
建
物
と
な
り

今
後
、
更
に
地
域
医
療
の
充
実
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
 

用
 

族
 

家
 

用
 

身
 

単
 

い
た
わ
り
の
心
大
切
に

む
実
力

JVK司
静

岡

w
t
c
L北
鈴
エ
ゃ
J
Q
A
V

市
立
高
等
看
護
学
院
入
学
式

四
月
九
口
、
市
立
高
等
若
誰
学

院
(
山
形
明
義
学
院
長
)
で
第
二

十
九
削
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
西

北
五
地
方
を
は
じ
め
、
遠
く
、
北

海
道
、
秋
田
県
な
ど
か
ら
、

三
十

一
人
の
新
入
生
が
正
看
護
財

(土
)

の
資
格
取
得
に
向
け
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

入
学
式
に
は
、
父
母
や
来
賓
、

心
あ
ら
た
に

誓
い
の

こ
と
ば

上
級
生
ら
約
宵
二
十
人
の
山
席
の

も
と
、
新
入
生
代
表
の
熊
津
真
澄

(
仙
台
市
医
師
会
附
属
准
看
護
学

院
卒
業
)
さ
ん
が
、
「
相
手
の
立
場

に
立

っ
た
、
や
さ
し
く
思
い
や
り

の
あ
る
看
護
婦
に
な
れ
る
よ
う
努

力
し
ま
す
J

と
力
強
く
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

希
望
を
胸
に

|
喜
び
の
歌
|

市

中
決
病
院

瞬
……
…
住

昨
年
八
月
よ
り
新
築
工
事
を
進

め
て
い
た
、
市
立
西
北
中
央
病
院

(
山
形
明
義
院
長
)
の
医
師
住
宅

が
、
松
品
町
三
「
目
ニ
ノ
一
に
完

成
し
、
四
月
十
五
口
、
落
成
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

医
師
住
宅
は
、
国
民
年
金
積
立

金
の
還
元
融
資
に
よ
っ
て
建
築
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
家
族
用
(
床

面
積
約
七
百
八
十
四
平
方
メ
ー
ト

ル
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階

平成6年春の防犯運動中

/平成6年4月21日(材から¥
実施期間( )1ヵ月間
¥平成6年5月20日(卦まで/

日震警

建、

一
棟
六
戸
建

・
工
事
費
、

一

億
六
千
五
百
六
十
八
万
五
千
八
百

円
)
と
、
単
身
用
(
床
面
積
約
二

百
七
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、
木
造

二
階
建
、

一
棟
四
戸
建
・工
事
費
、

五
千
五
百
八
十
万
五
千
四
百
円
)

の
二
棟
で
、
病
院
ま
で
の
距
離
も

歩
い
て
十
分
と
近
く
、
十
分
整
備

さ
れ
た
、
近
代
的
な
建
物
と
な
り

今
後
、
吏
に
地
域
医
療
の
充
実
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

*重点目標

① 盗難の防止

② 暴力の迫放

③ 少年非行の防止

本.:1-，-.所川原地[5{暴力iQ放推進協議会 *

*_LL 所川|即 答 察第*

ー!
一
展
…
ね一び

一
ふん

家族 用

; @ 全国銘花か ら当地方産

優良品まで展示します。

会期 5 月 7 日 ~8 日

! 会場 松島会館ホール

〈五所川原温泉とな り〉

j 主催 東日流蘭友会

: 連絡先 宮 29-2461

第2回

伊藤方

単身 用

すぐにぽい

それが地球をよごす種

沢田香織

平成6lf5JllU

南小5年

5 



平成6年度 働く婦人の家事業計画一 

事 	業 	名 事業概要 実施期間（実施日） 回数 実施時間 募
人
 
集
数
 

 

'i昔 	師 	名 備考 

長
 
期
 

講
 

座
 

水 墨 画 教 室 墨 絵 入 門 
5月10日～7月 2 H 

（火） 
10 18 : 30-20 : 30 20 

目本墨豊書会副会長
渋 谷 拓 城 

実用書道教室 
筆宇でのし袋の書
き方から学ぷ 

5月12日～7月14日 
（木） 

10 18 】 30-20 : 30 20 荒木関 梢 月 男
‘
 
性

丁
 

日本舞踊教室 踊りの基本から 
5月18日へ-6月22日 

（水） 
7 18 : 30-20 : 30 20 藤

 
間
 

流
藤
 
間
 
綾
 
彩
 

俳 句 教 室 
17文宇で豊かな 

表現を 
6月1日～9月 8 日 

（水） 
7 18 : 30-20 : 30 20 

俳人「苗緑」選者 
成 田 千 空 

隔週
男性可 

花 道 教 室 池坊花道 7、、門 
6月10日～8月26日 

（金） 
10 18 : 30-20 : 30 20 

池坊弘前支部長 

森 

和 裁 教 室 
ゆかた作りとゆか
たの着付けを学ぶ 

6月13日～7月11日 
（月） 

5 
5 

10 : 
18 : 

00---12 】 
30-20 : 

00 
30 各20 松 林 睦 イ 

フオークダンス 
リズムにあわせて 

健康作り 
6月29日～8月31日 

（水） 
8 18 : 30-20 】 30 30 山 内 マ サ 

茶道（煎茶）教室 方円流茶道入門 
7月18日～9月 5 日 

（月） 
10 18 : 30-20 : 30 15 小 野 ゆ き 

茶 道 教 室 裏千家茶道1、門 
8月24日～10月26日 

（水） 
10 18 : 30-20 : 30 15 江 渡 宗 成 

パ ッ チ ワー ク 
バック‘ポーチなど
簡単な小物作りから 

8月25日～10月20日 
（木） 

8 18: 30--20 : 30 20 パッチワーク・ブータン店」 
神 成 百合子 

編 み 物 教 室 
機械編み 

（基礎から） 
9月 6 日～10月25日 

（火） 
8 18 】 30-20 : 30 10 島 村 恵美子 

花 道 教 室 小原流花道入門 
9月12日～11月21日 

（月） 
10 18 : 30-20 : 30 20 小原流本部講師 

中 村 千 恵 

茶 道 教 室 遠州流茶道入門 
平成 7年 
1月 6 日～2月17日 

（金） 
7 18 : 30-20 : 30 15 

遠州流総華督 
鈴 木 はっえ 

着 付 け 教 室 
普段着から礼装ま
での帯結びと着付
けを学ぶ 

平成 7 年 
2月1日～2月22日 

（水） 

4 
4 

10 : 
18 : 

00'-12 : 
30--20 】 

00 
30 20 鶴 谷 久美子 

単
 

発
 
講
 

＋
 

親子の料理教室 
子供の日の 

家庭料理 
4月23日（土） 1 13 : 00-16 : 00 

16 x 2 
32 

瑚i』源市食生活改善推進員会会長
三 森 敬 子 

健 康 食 教 室 
三世代 
ふれあい家庭料理 

（実習と講話） 

5月11日困． 	7月 8 
日囲．12月 5 日田） 
平成 7年3月 1日（村 8 麗 

10 : 
18 : 

0O-12 : 
30-20 : 

00 
30 各32 

五月伊源保健所健康増進課主幹 
白 崎 	税 

男性
可 

お弁当づく り 
遠足の子供弁当か
らオフイスで食べ
る弁当づくり 

5月20日囲．7月22 
日除）.10月27日困 
平成 7 年1月31日（lJく） 

4 
4 

10 : 
18 】 

00-12 : 
30-20 : 

00 
30 各

24 三 森 敬 子 

季節の料理教室 
旬の食品をアイデ
アいっぱいでへル
シーに食べる 

6月 8 日困． 8月10 
日（加． 11月 2 日困 
平成 7年2月24日（金） 

4 
4 

10 : 
18 : 

00-42 】 
30-20 】 

00 
30 各32 三 森 敬 子 

夏のお菓子作り 
夏は手作りの 

冷菓で 
7月13日（水） 

1 
1 

10 】 
18 : 

00-42 : 
30---20 : 

00 
30 各32 ハ

 
ン
 
ワ
 

ザ
半
 
離

沢
 
寛
 
倫
 

お 茶 花 教 室 
少ない花材であふ
れる思いを表現 

9月 2 日（金） 
9月 9 日（金） 

2 
2 

10 : 
18 】 

00--12 】 
30--20 : 

00 
30 各20 通

  
流
鈴
 
っ
 

木
 
は
 
え
 

ク
ケ
 
リ
一
 
ス
キ
 
マ

作
 
ス
り
 

クリスマスには手
作りのケーキを 

12月14日（水） 
1 
1 

10 : 
18 : 

00-42 】 
30-20 : 

00 
30 各32 半 沢 寛 倫 

おせち料理教室 
お正月にはあなた
の作る家庭の味で 

12月21日（水） 
1 
1 

10 : 
18 : 

00-12 】 
30-20 : 

00 
30 各24 未 	定 

座
  お正月 花教室 

お正月にふさわしい 
花材を使って花を生ける 

12月26日（月） 
1 
1 

10 : 
18 : 

00--12 : 
30-20 : 

00 
30 各20 

小原流本部講師 
中 村 千 恵 

テーブルマナー 
多様化する食生活の中で

基本的な食生活を学ぶ 
未 定 

。和食 
4洋食 

15 
30 

五所J 隙料理学園山本純子一
藤吉郎支配人沢田武男 

共
 
催
 
事
 

業
 

婦人少年協会共催 
老人介護講習会 
（フオローアップ 

コース） 

昨年、当館にて老人介護
講座を受講された方への
実施に即した知識と技能
をあたえるもので受講者
には婦人少年協会長の修
了証書を授与します 

10月以降予定 男性可 
4
5
 

 間
度
 

婦人少年協会共催
保 育 講 習 会 

自宅で子供を預かり保育
する，または子供の家へ
出向いて保育する際に必
要な知識・技術を習得 

6月以降予定 10 30 

青森婦人少年室共催
テーマ思案中 

講座受講中3歳以上、就学前までのお子さんをお預りします。 
	

働く婦人の家公35 - 8898 

平成 6年 5 月I日 6 

ト 平成6年度働く婦人の家事業計画寸
業 名 事業概要 ヌミ!iI!iWlIlIJ(実施11) 1"1 数 尖胞内 1:11 人件集数 ，;此 i':rli t， 自riijJ!;

水墨画教室 銀絵 入
門 5 月 10 日 ~7 月 21J

10 18 : 30~20 : 30 20 
H 本JH必ìl~会 1.\11会 1"，

(火) ì~'日行 4ィi 城

築士宇でのし袋の品 5 月 12 日 ~7 ) 1l 4H
実用書道教室 10 18 : 30~20 : 30 20 荒木ry，1 村i ) J リH'I:

き)jから学ぶ (木)

5 月 18 日 ~6μ22 11 一 O'liiJiJfE トー

Jk 日本舞踊教室 踊りの1.¥i本から
(水)

7 18 : 30~20 : 30 20 
Ji，t，i 111J 絞彩

。ド も] 教 室 17文字で世かな 6)J 1 11~9JJ 811 7 18 : 30~20 : 30 20 (JJ人「前総J)草花 1¥''¥迎
表現を (水) J& 川了当モ 男性ロ1

6 月 10 1I ~8)J2611 池りj'j1.liij支部長
~~ 道 教 主亘 池坊花道人門

(金)
10 18 : 30~20 : 30 20 

ゑ f/"久 f
ゆかたイ↑りとゆか 6)JI 3 11 ~7 刈 1111 JO ぷ510 : 00~12 : 00 

ト

WJ 
平日 裁教 室

たの着付けを7・ぶ ()J) 夜518 : 30~20 ・ 30
各20 松林 H主 f 

リズムにあわせて 6)J 29 11 ~8 刀 31 I1 
フォークダンス

健康作り (水)
8 18 : 30~20 : 30 30 111 内 マサ

茶道 (Jiil茶)教室 方 rJim 茶道人門 7 JJ 1811 ~ 9 n 5日 10 18 : 30~20 : 30 15 小型f ゆき
(Jn 

芸高 道教 室 裏千家~道人門
8JJ24U~10)J2611 

10 18 : 30~20 : 30 15 江渡来 JJ比
(ノ'l'()

j梓
パック ・ポーチなど 8 Jl 25~1~10月 2011

バッチワーク 8 18 : 30~20 : 30 20 
ハッチワーク ・ブータンJ!il

簡単な小物作りから (木) 1"1' J戊了)介 f

編み物教室
機械、編み 9月 611 ~10月 2511

8 18 : 30~20 : 30 10 仏本J .'J.!:X子
(恭健から) (火)

Jと 辺ー 教 主主(小!京流花道入門
9刀1211~ 11刀2111

10 18 : 30~20 : 30 20 
小JJjt流本部講師

(月) '1'村下 J心、

座 耳LJ，j(7 ，q三
~州mt総華料

茶 道 教 主主 遠州流茶道入門 1)j 6 日 ~2 月 1711 7 18 : 30~20 : 30 15 
鈴木はつえ

(金)

普段活から礼装ま 平成7年
8 昼410: 00~12 : 00 

着イ、jけ教室 での市結びと着付 2)J 1 日 ~2 月 22 11 20 的谷久夫{
けを学ぶ (水)

干支418 : 30~20 : 30 

親子の料理教室
子供の 日の

4月23日(土) 1 13 : 00~16 : 00 
16x2 五所川原市童生活改善推進u会会長

家庭料理 32 ニ三 森倣 ( 

二世代 5月11日同. 7月 8
8 昼410 : 00~12 : 00 JL所川IJj(保健所健i，lit¥")進課i幹 VJ性

健康食教室 ふれあい家庭料理 日倒. 12月 5日例) 各32
単 (実習と講話) 平成7年 3月 l口同

夜418 : 30~20 : 30 ιl崎税 "J 

遠足の子供弁当か 5月20日(剣. 7月22
8 昼410 : 00~12 : 00 お弁当づくり らオフィスで食べ 日(剣.10月27日材4 各24 三 森敬 f 

る弁当づくり 平成7年 1月31日伏)
夜418 : 30~20 : 30 

発
旬の食品をアイデ 6月 8I~ω<l. 8)1l0 

8 昼410 : 00~12 : 00 季節の料理教室 アいっぱいでヘル 1IVt<l. 11月 2i:lω4 作32 三 森敬 f 
シーに食べる 平成7fJ". 2月2411(剣 夜418 : 30~20 : 30 

夏のお菓子作り
ぷは手作りの 7)il3fl(水) 2 昼1

10 : 00~1 2 : 00 
各32
ハンサPワj占i

冷車Eで 夜118 : 30~20 : 30 主1'0 V~ Ti fftii 

お茶花教室
少ない花糾であふ 9)J2Fl(金) 4 昼210 : 00~12 : 00 各20

述州mt
j梓 れる思いを表現 9)~ 9日(金) 夜218 : 30~20 : 30 鈴木はつえ

ク リ スマス クリス7 スには手 12)114日(水) 2昼1
10 : 00~12 : 00 

各32 半昔、~ 'fl 倫
ケーキ作り 作り のケーキを 夜118 : 30~20 : 30 

おせち料理教室
お正月にはあなた

12月2111(J/'() 2昼1
10 : 00~12 : 00 

各24 .;+ミ 泊三
の作る家庭の味で 夜118 : 30~20 : 30 

J坐
お正月にふさわしい 2昼110 : 00~12 : 00 小JJ;t流本部講削l

お正月花教室
:/t材を使って花を生ける

12月26日(月)
夜118 : 30~20 : 30 

各20
'1 '本l 下 Jよ〈

テープ、ノレマナー
多綴化する食生活の中で

未定 2平日食 15 Jufr) 1 11:山中間1'γl剖111本純 f
基本的な食生活を学ぶ 1'1食 30 勝山自11 .支配人 V~III 五主タJ

昨母、内航にて在人介;量

対人少年協会共催 講座を受講された}jへの 45 
共 老人介謎講習会

実施に目11した知識と技能
10月以降予定 タJtJJ二 "J II.')'II:J をあたえるもので受講者

(フォローアップ には婦人少年協会長の修 WI立
イ経 コース) 了証-;t~を授与します

(1ででf供を預かり保育
Il~ 財人少年協会主制佳 する.または (.tltの家へ

6 )1以降イ'定 10 30 
保育講習会 出向いて保育する際に必

業 要な知識技術を別件

青森婦人少年室共催
テーマ思案中

講座受講中3歳以上、就学前までのお子さんをお預りします。 働く婦人の家835-8898 

半1&6 '1 5 J J 1 11 6 



私達のまちで生まれた 

葉も花も実も赤い、 

赤～いりんご。 

いりんごの 

花まつりはイベントが 

いっぱい。 

7日（土）・8日（日） 

出かけてみましよう、 

赤～いりんごの並木道。 

イベント 

〇オープンセレモニー 午前10時30分 

〇ワインノ、ーティ 	昼12時 

〇赤～いりんごの鉄人レース 午後4時 

CRABラジオ力ー 午後4時 

5月8日（日） 

〇焼肉コーナー 
	

午前11時

〇企業対抗綱引き大会 午前10時 

〇民謡大会 
	

午前11時30分

〇赤～いりんごのオリエンテーリング 

午後 1 時30分 

5月7日（土）・8日（日） 

〇バルーン係留 

バルーンに乗ってみませんか。 

7 中成 6り 5 月 1 日  

嘩―中サッ力一場） 

午前11時～午後 2 時 

〇各コーナー 

交通安全・りんご歴史・子供の国・ 

西北五特産物・ミニ SL ・ワイン販売 

・出店（露店10店程・生活改善グルー 

プの料理実演販売・力正工センターの、 

りんごジュース販売・鎌谷町、ーッ谷

町内会のうどん、そばの販売と、お茶

会・郵便局の、ハガキ、切手販売） 

〇ライ トアップ （並木道・夜間） 

花まつり協賛イベント 

西北五地方芸能大賞 
5月12日困午後6時

市民文化会館 
(12ページをごらんください） 

za図司置

0オープンセレモ二一

0ワインハーティ

0赤~いりんごの鉄人レース 午後4時

O RABラジオ力一 午後4時

5月8日(日)
0焼肉コーナー 午前11時

0企業対抗綱引き大会 午前10時

0民謡大会 午前11時30分

。赤~いりんごのオリエンテーリング

午後 1時30分

5月フ日(土)・ 8日(日)
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のまちで生まれた

も花も実も赤い、

赤~いりんご。

いっぱい。

フ日(土)・ 8日(日)
かけてみましょう、

~いりんごの並木道。

一中サッカ一場〉

0各コーナー

交通安全・りんご歴史・子供の国・

西北五特産物・ミ二 SL・ワイン販売

・出庖(露庄10庖程・生活改善グルー

プの料理実演販売・加工センターの、

りんごジュース販売・鎌谷町、ーッ谷

町内会のうどん、そばの販売と、お茶

会・郵便局の、ハガキ、切手販売〉

0ライトアップ(並木道・夜間〉

花まつり協賛イベント



満額受給のため納付組織に加入して、 

糸内め忘れのないようにー。 

あなたの地区の納税財1蓄組合・婦人会

などの納付組織に加入しましょう。 一 

同奏徐保徐料q 
上争よ,月品名 

5 月22日（日） 

(1) 11 : 00--- コミコニニラニィセン ター さかえ 

(2) 12: 00-- コミュニニティセンター しきしま 

くわしいことは’」‘務局へおたずねください 

主催 IL所川馬！才づやこ劇場 

ぐ
、
 

免許証の有効期間等が変わります 

平成 6年5月10日から、 

道路交通法が次のように改正されます。 

1 優良運転者の免許証有効期間が最長 5年間

に延長 

〇優良運転者の免許証は、有効期間欄の色が

金色になり、条イ牛等欄に「優良」 と記載され

ます。 

2 優良運転者以外の方は、従来どおり有効期

間が 3 年間で薄青色、新規免許二取得した方は、 

黄緑色となります。 

3 免許信正の更新予定者には、 公安委員会から 

「更新連絡書」が送られます。 

て 〇免許証三の更新予定者に対して、有効期限（誕

生日）の1か月ほど前までに公安委員会から 

「更新連絡書」が送られます。 

〇 「更新連絡書」には更新期間、更新場所、 

その他更新に必、要な事項が記載されており、 

更新する時はこの連絡書を疋タず持参し窓口に

提示してください。 

〇この連絡書は、免許証の届出住所地に送ら

れますので、住所変更していない方は疋タず事： 

前に住所変更届をしてください。 

4 免許証更新等手数料は 2,200円 

(5月10日より） 

〇更新時講習手数米斗（優良運転者等講習700 
円、一般運転者講習1,700円）になります。 

5 更新時講習を受けることが義務化されまし

た。 

〇更新手続きをした方でも、更新時講習を受

けなければ貧靖午証の更新を受けられませんの 
、 

そのイ也の問い合わせ 

五月iill原警察署 容35 -2141 

一（硬式）テニス初心者初級者 

教室受講生募集 
@) ~ lH在教室 

＠水曜教室 

@H：曜教宇’ 午後 2時～4 時 小学：生対象 

ン開催期間 

〇日曜教室 5月 8 日から 7 月まで（10回程度） 

〇水曜教室 5月11日から10月まで（20回程度） 

0土曜教室 5 月 7 日から10月まで（20回程度） 

レ会場 市営テニス場（菊ケ丘水郷公園内） 

レ申し込み方法 毎週教室開催日に会場で受け 

付一け（事前の申し込み不要） 

＞主催 五所川原市テニス協会 

一”事務局 客35 一 7672 今井誠 一 

早朝テニス開催 
すがすがしい朝のIIざしをあびて 

テニスを楽しみましょう 

5月～10月 （毎日） 

午前 5 】 30へ-8 】 30 

市営テニス場（菊ケ丘水郷公園内） 

1,500円 （ボール各自持参） 

容35 - 9335 ポプコラテニスクラプ、 

ー参加者募集一親孔遊ほウ 
おカ、あさノレ、 子と 4）と 牽音にリズ1、たし、そう． 

鷺ノ、不ルシアター、 手あそびなとで遊んでみませ 
麟 
麟んか 毎月 3 会場でいつでも参加できます 

Fン 11日（水） 東北電力集会所・鎌谷IIり 
5 ”ー…、ノ ーー～叱ニノJ一一」、I/I 
月 17日（火） 働く婦人の家・」り「 田」 

は 	19日（木） コミセンさかえ．みどりlIl j 
（し、すに才し 4）り前10 : 00--J 12 ()()) 

申し込みは前日まで、五所川原おやこ劇場へ。 

● 五所川原おやこ劇場〈地域公演〉●

劇団風の子公演 

おは与レトントン 
〈おはなし〉 「しゾこず‘局」（ l'I」 

「ノど Aノまりく らノぐ」 

「うきうきさん4ま」 

「む、くどりのゆめ」 

「で／t／でんむし、でんIリ 1n‘険I 

（本町50-4 -紅奥目報社 I階） 

Ji務繰窯黒綴澱繊暴撫鱗鷺暴鶏黒難 

平成6年5月 1日 8 
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〇刃J児乏rけ 

免許証の有効期間等が変わります|

平成6年5月10日から、
道路交通法が次のよ うに改正されます。

優良運転者の免許証有効期聞が最長 5年間

に延長

0優良運転者の免許証は、有効期l/iJ欄の色が

金色になり、条件等欄に「優良」と記載され

ます。

2 優良運転者以外の方は、従来どおり有効期

聞が 3年間で薄青色、新規免許取得した方は、

黄緑色となります。

3 免許証の更新予定者には、公安委員会から

r更新連絡書」 が送られます。

0免許証の吏新予定者に対して、有効期限(誕

生日)の 1か月ほとー荷台ーまでに公安委員会から

「吏新連絡書」が送られます。

。「吏新連絡書」には更新期間、交来Ir場所、
その他更新に必要な事項が記載されており、

交新する時はこの連絡舎を必ず持参し窓口に

挺示してください。

0 この連絡舎は、免計二百Eの周山住所地に送ら

れますので、住所変更していない万は必ず事

前に住所変更届をしてください。

4 免許証更新等手数料は 2.200円

( 5月 10日より〉

0更新時誹習手数料(優良運転者等部省'700

円、 一般運転者講習1，700lrJ)になります。

5 更新時講習を受けることが義務化されまし

た。

0更新手続きをした方でも、真新時計年習を受

けなければ免許証の更新を受けられませんの

でご留意ください。

その他の問い合わせ

五所川原警察署宮35-2141 

国間 ;匝:国
満額受給のため納付組織に加入して、

一(硬式)テニス初心者初級者

教室受講生募集-
。11Ul'11教京 I. .. _ . ー

I 'TlìíilOIl、'J' ~ IIソ1 :
0水附教室 l

。 仁川'd教室午後 2 f1.干 ~411'j'

b開催期間

ーー品交え:'J';象

ノl、γ:メl'がJ;象

o IJ耐教室 5)J 8 1=1から 7JJまで (101"1.1'¥¥度)
Oノ'1<11711教室 5 JJ 11トlから10川まで (201"11"0支)

oJ:曜教室 5)J 7 11から10刀まで (201"11'日皮)

c>会場 市常テニス易1(荊ヶJT:/I<郷公|ふ|内)
b申し込み方法 俳逃l教宅開催 11に会場で受け

付け (+1行、iiiの ri'し込み不安)

じ〉主催 3i.所川似r1iテニス協会

' J ~務 JII) 宮 35-7672 今井誠ーー

一早朝テニス開催-
すがすがしい削の日ざしをあびて

テニスを楽しみましょう。

期間 5JJ~10)J (毎n)

時間 斗二liij5 : 30~ 8 : 30 

場所 市計テニス場(菊ヶJT.水郷公園内)

年会費 1 ， 5 0 0 jlJ (ボーノレ各自持参)

練絡先宮35-9335 ポプラテニスクラブ

一参加者募集ー綾子~"JliJめ
おかあさん、子どもとー緒にリズムたいそう、

パネノレシアタ一、す二あそびなどでi佐んでみませ

んか。毎月 3会場でいつでも参加iできます。

5" 11日〈水〉 東北電力集会所・ 鎌谷町
月 17臼〈火〉 働く婦人の家・ 新 rlfr 

!$ 19臼〈木〉 コミセンさかえ・ みどり 11])
(いずれも勺マjfnO: 00~12 : 00) 

申し込みは前日まで、五所川原おやこ劇場へ。

-五所川原おやこ劇場 〈地域公演>.

一劇団風の子公演一
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「むくどりのゆめJ

「でんでんむし、でんDjJの 'Lr' I~会」

5月22日〈臼)
(1) 11 : OO~ コミュニティセンターさかえ

(2) 18: OO~ コミュニティセンターしきしま

一 くわしいことは7抑制Jへおたずねください一
主催 五所川原おやこ劇場

(本IUfSO-4 京奥 r1報社 41情)

事務}... ]3 (34) 2170 (平日 10: 00~1 6 : 00) 
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交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成 6年 4 月20日現在） 

五所川原市交通安全対策協議会 

県 	内 五所川原市管轟罵 
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( ）内は前年対比 

見てるだろう止まるだろう人に頼るな自分の安全 

募集 ／＝コ 

'94 くらしと趣味の教室 
ジャスト・トウ・トライ 

「試す時は今、若い力と可能性」 
受講対象 市内に住所、又は勤務する勤労青少

年でおおむね15歳～30歳迄の男女。なお年齢、 

受講等詳しいことは、勤労青少年ホームへお間

い合わせください。 

受講料 無料。但し、材料代は本人負担となります。 

受講時間 午後 6時30分～ 8時30分 

期間 前期5月17日（火）~7月22日（金）まで 

（なお後期は9 月 1日（7j4--- 11月18日（石り開講予定） 

申し込み締め切り 平成6年5月14日日りまで

申し込み先 勤労青少年ホーム 胃34- 3602 

※下記の他、ホーム利用者が自主的につくったテニス、バ

トミントン等7つのサークルもあります。皆さんも参加し

てみませんか、ホームにちょっと寄ってみませんか。 

募集内容 

曜日 教室名 定員 回数 内 	 容 

火
  

料 	理 15 10 ご家 族の健康と 
団業は手作り料理で 

陶 	芸 15 10 世界で1っしかない自分の 
作品を作ってみませんか 

茶 	道 15 10 奥床しいお茶の基本で 
豊かな心を 

はがき絵 15 10 季節の草花や風景を 
絵筆にたくしたお便りを 

水
  

社交ダンス 15 10 楽しく覚えて、 
触れ合いの輪を広め 

木
  

着 付 け 15 10 着こなしと、優しさの 
ポイントを習ってより美しく 

筆 ペ ん 15 10 ご自分で、ご祝儀や、 
はなむけを書ける 

生 け 花 15 10 お勤めや玄関に 
お花を生けて優しさを 

金
  

組 ひ も 15 10 あなたの手作りを、晴れの日に 

手 	芸 15 10 可愛いアクセサリーから 
小物入れを 

市民「囲碁・将棋」初心者講習会 
これから 「囲碁・将棋」 を始めたい方、 5歳 

以上なら年齢に制限ありません。男性・女性・ 

学生・児童、どなたでもどうぞ。 

〈囲碁ノ部〉 5月19日より毎週金曜日（週 1回） 

最終日 7月22日 

指導者 日本棋院、五所川原センター碁友会々員 

〈将棋ノ部〉 5月17日より毎週火曜日（週 1回） 

最終日 7月26日 

指導者 日本将棋連盟、五所川原支部会員 

囲碁・将棋、 どちらも、午後 7時より午後 9 

時まて三 

場所 田β汀108番地（広洋予備校向かい） 

五所川原囲碁将棋センター 

申し込み締め切り 5月15日 （先着30名） 

申し込み 同センター内 今美喜男”34 - 9466 

（指導料金無料） 

9 平成 6年5月1日 

中央公民館みんなの教室 

いっしよに始めてみませんか 

）期間 5月中旬より12月ごろまで（開講日‘ま

後ほどハガキてM固人宛に通知します。） 

＞内容 健康、豊かな人生、レクリェーション、 

発表会など先生をお迎えして楽しみながら学

習します。 

レ受講料 無畔斗（ただし、実費は！必要です） 

ン申し込み方法 ハガキに希望教室名、住所、 

氏名、年齢、性別、電話番号を記入のうえ、 

お申し込みください。（希望教室は1人で1教

室です） 

レ申し込み締め切り 5月10日（刃 （各教室とも

先着順で定員になりi欠第締め切りとなります） 

※申し込み、と問い合わせ 市中央公民館 

（市内鎌谷町117-7 雪 35-6056番） 

教室名 曜日 時 	間 定員 講師 氏名 

茶 	道 水 
午10 】 00-
前 12 】 00 15 

裏千家 
松坂 宗和先生 

生 け 花 木 
10 】（〕0~ 

12 : 00 10 
遠州流 
渋谷 とく先生 

料 	理 木 
10 : 00- 

12 : 00 10 山本 	淳先生 

洋 	裁 土 
10 : 00- 

12 : 00 15 野呂三枝子先生 

着 	付 金 
10 : 00- 

12 】 00 10 鶴谷公美子先生 

盆 	栽 木 
18 : 00-- 

20 : 00 10 山本 善蔵先生 

スポーッ 火 
10: 00--- 

12 : 00 20 藤田 妙子先生 

書 	道 水 
10 : 00- 

12 : 00 10 
東奥書道 
時田 智子先生 

藤 手 芸 火 
10: 00-- 

12 : 00 10 藤森 せっ先生 

日本舞踊 金 
10 : 00--- 

12 : 00 
何名
でも 

藤間 綾彩先生 

英 	語 土 
19: 00- 

21: 00 15 斎藤 志伸先生 

, 

, 

募集ノ

'~くらしと趣味の教室|
ジャスト・トウ・トライ
「試す時は今、若い力と可能'性」

受講対象 市内に住所、又は勤務する勤労青少

年でおおむね15歳~30歳迄のよりk。なお年齢、

受講等詳 しいことは、勤労青少年ホームへお問

レ、合わせください。

受講料 無料。但し、材料代は本人負担となります。

受講時間 午後 6 時30分~8 時30分

期間 前期 5 月 17 日同~7 月 22 日(剣まで

(なお後期は 9 月 1 日同~11月 18 1=1 (剣開講予定)

申し込み締め切り 平成 6年 5月14同(劫まで

申し込み先 勤労青少年ホーム 宮34-3602 

※下記の他、ホーム利用者が自主的につくったテニス、バ

トミントン等7つのサークルもあります。皆さんも参加し

てみませんか、ホームにちょっと寄ってみませんか。

募集内容

曜日 教室名 定員 回数 内 nぜa← 

料 理 15 10 ご家族の健康同幾とは手作り料理で

陶 コまE1ErC 15 10 世界で1つしかない自分まの作品を作ってみせんか
火

奥床しいお茶の基本でiま茶 道 15 10 かな心を

はがき絵 15 10 季節の絵革花筆やに風た景くをしたお便りを

水 社交ダンス 15 10 楽しく覚え触てれ、合いの輸を広め

着付け 15 10 着こなしと、優習しさの
ポイントを ってより美しく

木 筆ぺん 15 10 ご自分で、 ご祝は儀なやむ、けを書ける

生け 11: 15 10 お勤めや玄お関花にを生けて優しさを

組ひも 15 10 あなたの手作りを、晴れの日に
金

可愛いアクセサリ か物ら手 芸 15 10 小入れを

E!J~橿ml翠E毘tift_諸諸彊霜
これから「囲碁・将棋」を始めたい方、 5歳

以上なら年齢に制限ありません。 男性・女性・

学生・児童、どなたでもどうぞ。

〈匪l碁ノ部) 5月19日より毎週金曜日 (週 1回)

最終日 7月22日

指導者 日本棋院、五所川原センター碁友会々員

〈将棋ノ部) 5月 17日より毎週火曜日(週 1回)

最終日 7月26日

指導者 日本将棋連盟、 五所川原支部会員

囲碁 ・将棋、どちらも、午後 7時より午後 9

時まで

場所 田町108番地 (広洋予備校向かレ、)

五所川原囲碁将棋センター

申し込み締め切り 5月15日(先新30名)

申し込み 同センター 内 今美再51)宮34-9466 

(指導料金無料〉

9 平成6年5月1日

中央公民館みんなの教室 I 

いっしょに始めてみませんか

じ〉期間 5月中旬より 12月ごろまで(開講日は

後ほどハガキで個人宛に通知します。)

じ>内容 健康、豊かな人生、レクリェーション、

発表会など先生をお迎えして楽しみながら学

習します。

b受講料 無料(ただし、実費は必要です)

b申し込み方法 ハガキに希望教室名、住所、

氏名、年齢、性別、電話番号を記入のうえ、

お申し込みください。(希望教室は 1人で 1教

室です)

b申し込み締め切り 5月10日同 (各教室とも

先制l頃で定員になり次第締め切りとなります)

※申し込みと問い合わせ 市中央公民館

(市内鎌谷町117-7宮 35-6056番)

教室名 曜日 H寺 問 定員 講師氏名

茶 道 水 午前10: OO~ 15 
裏千家

12: 00 松坂宗剥先生

生け花 木
10: OO~ 10 

遠州流

12: 00 渋谷 とく先生

料 理 木
10: OO~ 10 山本 淳先生12: 00 

洋 裁 土
10: OO~ 15 野呂三枝子先生12: 00 

着 付 金
10: OO~ 10 鶴谷公美子先生12 : 00 

盆 栽 木
18: OO~ 10 山本善蔵先生20: 00 

スポーツ 火
10: OO~ 20 藤田妙子先生12: 00 

書 道 水
10 ・ OO~

10 
東奥~t.;道

12 : 00 日寺田 智子先生

篠手芸 火
10: OO~ 10 藤森せっ先生12: 00 

日本舞踊 金
10 : OO~ イ可名

藤間綾彩先生12: 00 でも

英 語 土
19: OO~ 

15 斎藤志伸先生21 : 00 

交通安全は家庭から l 

努= 内 五所川原市管内

発 2 . 1 6 1 1 1 5 
生 1 8 5) (+ 2 1 ) 

手巳 2 8 3 
者 (-4) (+ 2) 

f袋i 2 .7 3 5 1 32  
者 (+340) (+ 2 0) 

見てるだろう止まるだろう人に頼るな自分の安全一一



野鳥の村オ三ぞ臨観察会 
バー ド・ウォッチング、 山野草に興味のある 

方の参加者を募集しています。 

レ期日 5 月15日 （日） 

D会場 飯詰味U曾ケ沢野鳥の村（家） 

D講師 El 本野鳥の会会員・津軽植物の会会員 

D参加料 無料・（ただし、バス利用者はバス代 

として一600円） 

D申し込み先 5 月11日（水）までに教育委員会 

生涯学習課へ（内線250番り 

D そのI也 

1 市民文化会館から午前9 時にバスが出ます。 

2 直接会場へ集合される方は、午前 9 時30分ま

で会場へ。 

, 3 昼食、筆記用具、帽子、長靴等をご持参して

ください。 

4 雨天の場合は、野鳥の家で実施します。 

5 観察は、野鳥と野草に分かれて同時に行いま

すからどちらか一方に参加することになります。 

6 お申し込みの際 「バス利用の有無」 と 「観察

種目」 をお知らせください。 

※「野鳥の家」 は、 9 月30日まで解放しますの

で、学校、団体、家庭等で自然観察、レクリ 

ェーションの場にご利用ください。 

）主催 五所二川原市教育委員会 

危険物取扱者試験実施 

〇試験日 6 月19日（日） 一般（高校生以外の学 

生も含む） 

6 月26日（日） 高校生 

〇試験会場 一 般…青森公立大学 

東北女子短期大学 

高校生…青森工業高等学校 

弘前東工業高等学校 

〇種 別 甲種・乙種・丙種 

〇受付期間 5 月 9 日（月）~5月17日（火） 

※願書は消防署にあります。 

危険物取扱者試験事前講習会開催 

危険！物取扱者試験に科三う事前講習会が次の日 

程で開催されます。 

〇講習日 6 月 8 日（水） 

9日寺～17時（消防法令） 

6 月 9 日（木） 

9 時～17時（物理化学） 

〇講習会場 五所川原市字鎌谷町 

五所川原市中央公民館 

0受付 当日会場にて 8 時30分から行います。 

〇間い合わせ 木村石油（=34-3 165) 

北辰大学平成6年度受講者募集 

市では、 6 月から開講する北辰大学（高齢者

教室）の受講者を単位老人クラブ員対象に募集

していますが、単位老人クラブ員以外の受講者

も募集しています。 

(1） 目的 

健康で文化的な生活を求めつつ、学習・

レクを通し住みよい街づく り、仲間づく り

や連帯感を高める。 

(2） 資格 

市内に在住する60歳以上の健康で通学で・ 

きる方。 

(3） 締め切り 5 月11日（水） 

(4） 申し込み・間い合わせ 

五所川原市教育委員会 生涯学習課 

北辰大学係 漬田まで（内線248) 

能力開発セミナー 5月分 

ボリテクカレッジ青森 
No コース名 主な内容 対象 定員 日数 開講日時 

1
  

デ―タ通信

システム 

公衆回線に
よるデータ
の送受信 

中
 
級
  

10 5
 
日
  

5 月16日（月）・～ 
5 月20日働 

18:00--21:OO 

。
乙
 

メカトロニ

クス技術I 

機械制御で
利用される
電子回路 

初
 
級
  

10 5
 
日
  

5 月23日（月）~ 
5 月27日（釘 

18:00~ 21:00 

3
  

バッチプロ

グラミング 

MS-DOS 
のバッチプロ
グラミング 

初
 
級
  

10 5
 
日
  

5 月23日（印～ 
5 月27日団 

18:00-21:00 

d
'
 
 

マシニング

センタI 

マシニング 
センタのプ 
ログラミング 

初
 
級
  

5
 
名
  

3
 
日
  

5 月24日吹）~ 
5 月26日（村 

9:00-16:00 

ト受講資格 学歴、年齢、性別は問いません。 

ト受講料 各コースとも、2,000円 

ト申し込み・間い合わせ 

青森職業能力開発短期大学校 開発援助課 

雪 37 - 3201 

（定員に達し次第締め切ります） 

ご存じですか！検察審査会 
交通事故・詐欺・おどし等の犯罪による被害 

にあい、警察や検察庁に訴えたが、検察官がそ 

の事付二を起訴してくれない。 この様な不満をお 

持ちの方のために検察審査会があります。 

お気軽にご相談ください。 費用は無恥Iて呼必密 

は固く守られます。 

間い合わせ 弘前市大字下白銀町 7 

青森」也方裁判所弘前支部内 

弘前検察審査会 ”0172-32-4321 

平成6年5月1日 10 

| 野鳥の村オZZJ然観察会|
ノfード ・ウォ yチング、 山里子J字に興4味のある

方の参加者を募集しています。

1>期日 5月15円(日)

1>会場 飯詰日未哨ヶ沢野鳥の村(家)

1>講師 日本野鳥の会会員・津軽植物の会会員

1>参加料無料(ただし、パス利用者はパス代

としで600P-J) 

1>申し込み先 5月11日(水)までに教育委員会

生涯学習課へ(内線250番)

1>その他

1市民文化会館から午前9時にパスが出ます。

2 直接会場へ集合される方は、午前 9n芋30分ま

で会場へ。

3 昼食、筆記用共、帽子、長靴等をご持参して

ください。

4 雨天の場合は、野鳥の家で実施します。

5 観察は、里子烏と野草に分かれて同日寺に行いま

すからどちらか一方に参加することになります。

6 お申し込みの際「パス利用の有無」と「観察

種目」をお知 らせください。

※「里子鳥の家」は、 9月301-1まで解放しますの

で、学校、 団体、家庭等で自然観察、レ クリ

ェーションの場にご利用ください。

1>主催 五所川原市教育委員会

E~~:æ確理現君主匙翠新司
o試験日 6月19日(日) 一 般(高校生以外の学

生も含む)

6月26日(日) 高校生

o試験会場 一 般一-青森公立大学
東北女子短期大学

高校生一青森工業高等学校

弘前東工業高等学校

0種別甲極 ・乙種 ・丙極

0受付期間 5月 9円(月)-5月17H(火)

※願書は消防署にあります。

E壷ZZ理窟重量蓮華置重要雪面目
危険物取扱者試験に伴う事前市習会が次の"

程で開催されます。

0講習日 6月 8円(ぷ)

9時 -171l寺 (消防法令)

6月 9日(木)

9日寺-17時 (物理化学)

0講習会場 五所川原市字鎌谷町

五所川 原市中央公民館

0受付 当日会場にで 8時 30分か ら行います。

0問い合わせ 木村石油 (ft34-3165)

E i司定~~e室事務E吾妻事iZ歪歪ヨ
rnでは、 6fJから開講する北辰大学(尚齢fi
教室)の受講省を単位老人クラブ員対象に採集

していますが、単位右人クラブ員以外の受川育行

も募集しています。

(1) 目的

健康で文化的な生活を求めつつ、学門・

レクを通し住みよい街づくり、仲間づくり

や述待感を高める。

(2) 資格

市内に在住する 60歳以上の健康で通学で

きる方。

(3) 締め切り 5)111日(水)

(4) 申し込み・問い合わせ

No 

五所川 原市教育委員会 生涯学押諜

北辰大学係 諸国まで(内線248)

能力開発セミナー 5月分 E 
ポリデワ力レッラ青森
コース名 主な内容 対象 定員 11数 附，i昨II11午

公衆回線に 10 5 5 F!161i(H)-データ通信

l システム
よるデータ 5 Jl20Jl(剣
の送受信 級 名 11 18:00-21:00 

メカトロニ 機械市11御で 初 10 5 511231101)~| 

2 クス技術 I
利用される 5 11271](釘
電子回路 級 名 11 18:00-21・。。

パ yチプロ MS-DOS 初 10 5 5 n 2311(Jjト
3 グラミング

のパ yチ7ロ 5 1127 JI (包
グラミング 級 名 Il 18:00-21:00 

マシニング マシニング 初 5 3 51124IJ()()-

4 センタ I センタのフ 5 1126 JI (本)
ログラミング 級 名 日 9・00-16・。。

砂受講資格 学歴、年齢、性別は聞いません o

'受講料 各コースとも、 2，000F'J

砂申し込み・問い合わせ

青森職業能力開発短期大学校 開発股助諜

霊童37-3201 

(定員に達し次第締め 切り ま寸)

ご存じですか/検察審査会 E 
交通事故 ・詐欺 ・おどし等の犯罪による被害

にあい、符察や検察庁に訴えたが、検察宵がそ

の司王イ牛を走豆訴してくれない。この中羨な不i前をお

持ちの方のために検察審査会があります。

お気軽にご相談ください。費用は無料で秘密

は固く守られます。

問い合わせ 弘前市大字下白銀IHJ7 

青森地方裁判所弘前支部内

弘前検察審査会 宮 0172-32-4321

平成6年5月11:1 10 



了 肖 

、  市役所容351ユ111  

みんなの健康教室 

時 

所 
師 

日 場 

講 

レン

＞ 

）テーマ 

ン主 f雀 

5月27日（金） 午後1日寺 

市保健センター 

江 渡 諒マ台先生 

（江渡内科医院） 

老人と感染症 

北五医師会・市保健協議会 

身も心もさっばり 

健康相談へどうぞ 
D内容 血圧相談、病気α片目談、心の相談 

健康についての話し 

）料金 無 料 

＞持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相談に応じます 

開催場所 開催月日 開催時間 
はなしのテーマど 

時 間 

森 の 家 

（若 葉） 

5月10日 

（火） 

10: 00- 
12 : 00 

おしっこの話 
（希望者には尿検査実施） 

(ii : 30'-12 : 00) 

コミュニテイ
センター七和 

5月ii日 

（水） 

ii: 00- 
12 : 30 

放っておくとこわ
い高血圧 
(12 : 00-12 : 30) 

桜田集会所 
5月13日 

（金） 

10 : 30- 
12 : 00 

大人になってからの歯
っとするレ、レ、話 
(10 : 30-li : 00) 

福祉会館 
5月16日 

（月） 

10 : 00- 
12 : 00 

おしっこの話 
（希望者には尿検査実施） 

(11 : 30-12 : 00) 

元町集会所 
5月17日 

（火） 

10 : 00- 
12 : 00 

放っておくとこわ
い高血圧 
(11 : 00-12 : 00) 

コミュニテイ
センター敷島 

5月18日 

（水） 

13 : 00- 
15 : 00 

大人になってからの歯
っとするいい話 
(13 : 30-14 : 00) 

松 島 会館 
5月18日 

（水） 

10 : 00-
ii: 30 

健康で豊かな老後
を過ごすために 
(11 :10-il: 30) 

コミュニテイ
センター長橋 

5月23日 

（月） 

13 : 00- 
14 : 30 

気持ちの持ち方と
ガン予防 
(14 : l0--14 : 30) 

ii 平成6年5月1日 

其田有紀乃ちゃん（下岩崎・葛ノ森） 

母・弘美さん 10カ月頃から歩きました。 

元気いっぱいの子です。 明るく、のびのびと育

ってほしいで’すね。 

献血 
※献血していただいた方に生化学的検査サービス

献血をしてくださった方全員に、肝臓、 腎臓

等の内臓機能の働きを調べる血液検査を行い、 

後日結果をお知らせします。 

期 日 日寺 	間 場 	所 

5月 6 日 

（金） 

午前 9時30分から 
正午まで 

丸中五所川原
中央水産 

午後1日寺15分から
午後 4日寺まで 

西北中央病院 

月リ 

5月23日 

（月） 

午前 9日寺から 
午後 4日寺まで 

津軽東芝音響
株式会社前 

「二法：話ーフ‘二二云”ーf”害〒界n月こ雷乱 1 「 “交通マナー・アッブ”青森94運動 ~ 
期間〔平成 6年 5月 1 日～平成 6年 7 月30日〕 2 カ月間

心のゆとりが身を守る・シートベルトを締めましょう 

《スローガン》 ＊事故は瞬間ベルトは習慣＊ 

＊止まるはず老いの甘えが招く事故＊ 

＊とびだす子はしるくるまがかみつくぞ＊ 

~ 	 市交通安全対策協議会‘五所川原警察署 

◇おわびと訂正 く1フ 4月15日号11ページ、 のび

のび赤ちゃんの写真は神馬尚也ちゃん（石岡 

・藤巻）② 3歳児健診の対象は平成 2年11月
生まれ ③粗大ゴミの」反集の旧市内、 5月16 
日申し込み締め切り日は、 5月10日となりま

す。訂正しておわびします。 

方月さ皐

市役所 n35-2官官官

l身も道雇ljj談へどうぞ | 
じ〉内容 血圧相談、病気の相 談、心の相談

健康についての話し

じ〉料金 無料

仁>持参するもの 健康手11長(お持ちの方)

保健婦が相談に応じます

開催場所 開催;月日 開催時間
はなしのテーマと
時間

森 の家 5月10日 10: OO~ おしつこの話

(若葉) (火) 12 : 00 
(希望者には尿検査実施)
(11 : 30~ 12 : 00) 

コミユニアイ 5月11日 11 : OO~ 放っておくとこわ

センタ一七和 (水) 12 : 30 
い高血圧
(12 : OO~ 12 : 30) 

桜田集会所
5月13日 10: 30~ 大人になってからの歯

(金) 12: 00 
っとするいい話
(10 ・ 30~11 : 00) 

福祉会館
5月16日 10: OO~ おし つ この話

(月) 12 : 00 
(希望者には尿検査実施)
(11 : 30~ 12 : 00) 

元町集会所
5月17日 10: OO~ 放っておくとこわ

(火) 12 : 00 
い高血圧
(11: OO~12 : 00) 

コミュニアイ 5月18日 13 : OO~ 大人になってからの歯

センター敷島 (水) 15: 00 
っとするいい話
(13 : 30~ 14 : 00) 

松島会館
5月18日 10: OO~ 健康で豊かな老後

(水) 11 : 30 
を過ごすために
(11 : 1O~11 : 30) 

コミュニァィ 5月23日 13 : OO~ 気持ちの持ち方と

センター長橋 (月) 14 : 30 
ヵーン予防
(14 : 10~ 14 : 30) 

EL型電興宿泊議蓮司
b日時 5月27日(金) 午後 1時

仁〉場所 市保健センター

b講師 江渡諒 J台先生

(江渡内科医院)

bテーマ 老人と感染症

じ>主催 北五医師会 ."m保仏ll:協議会

11 平成6年5Jl 1日

のびのび袋鋤・満1歳

其田有紀乃ちゃん (下岩崎・葛ノ森)

母・弘美さん 10カ月頃か ら歩きました。

元気い っぱいの子です。 明 るく 、のびのびと育

ってほしいですね。

厨_1珊
※献血していただいた方に生化学的検査サービス

献血をしてくださった方全員に、肝臓、腎臓

等の内臓機能の働きを調べる血液検査を行い、

後日結果をお知らせします。

其月 日 H寺 f悶 場 克行

4二前i9 a寺30づまから 丸中五所川原
5月 6日 正午まで 中央水産

(金)
今二千'&1 A寺15づ~から 西北中央病院
午後4時計 市T

5月23日 今二市i9 a寺から 津軽東芝音響
(月) 午後 4時 計 株式会社前

“交通マナー・アップ"青森94運動
期間〔平成 6年 5 月 lB~平成 6年 7 月30日) 2カ月間

心のゆとりが身を守る・ シートベルトを締めましょう

《スローガン>> *事故は瞬間ベノレトは習慣*

本止まるはず老いの討ーえが itiく芸事故キ
*とびだす子はしるくるまがかみつくぞ*

五所}!I}京市交通安全対策協議会・五所川原警察署

Oおわびと訂正 ① 4月 15日号 11ページ、のび
のび赤ちゃんの写真は神馬尚也ちゃん(石岡

・藤巻) ② 3歳児健診の対象は平成 2年 11月

生まれ ③ 粗大ゴミの収集の旧市内、 5月16

日申し込み締め切り日は、 5月 10日となりま

す 。訂正しておわびします。
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花まつり協賛 

I 第3回 

I 西北五地方 
I 芸能大賞 

奥津軽に 

“第九” をひびかせてみませんか 
,・ク’ 

生のオーケス トラをバックに、西北五に住む

大勢の人々が新しい会館で “第九” を歌うこと

を夢見てこの会を結成することになりました。 

どうぞあなたも仲間に入って、美しい津軽平

野と岩木山を背に “第九” をひびかせてみませ

んか。 初めての方も大歓迎です。 

日時 平成 6 年12月 4 日（日）午後 2 時開演

場所 ふるさと交i充圏民センター 大ホール

指揮 西尾聡治 

オーケストラ 青森市民交響楽団 

申し込み・問い合わせ 永田小児科内科医院内  

（五所川原市吟け田藤巻113 - 5) 

TE L0173-34-5611 FAXO173-34-5617 

申し込み締め切り 5 月20日（斜ィ旦しI適日寺受付可 

発足会 5 月22日（日） 10日寺から 

五所川原市中央公民館 

練習日 6 月～ 8 月 第 2 ，第 4 ．水曜日 

9 月～11月 毎週水曜日 

練習時間 午後 7時～ 9日寺 

練習会場 五所川原市中央公民館 

会費 	月1 .000円（ 5 月～11月） 

『奥津軽に “第九” をひびかせる会』 

平成 6年 5月 1日 12 
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向kをひびかせてみませんか
奥津軽i二

直津軽に“第元!Jをひびかせる全!
“第九"r
r -_ 

( I I.IW.川原市H欠Jllill長巻113-5) 

TEし0173-34 -5611 FAX  0173 -34 -5617 

申し込み締め切り 5 月 20 日 (全W~ し随時受付 I汀

発足会 5月22n (11) 10時 から
五所川 原市中央公民館

6月- 8月 第 2. 第 4.ノドIlMll

9月-l1}-J 毎週ノ'1，Il{llll

練習時間 午後7時 -9時

練習会場 丘所川原市中央公民館

会費 rJ1、000F'1(5凡-llJlJ

『奥津較に“第jし"をひびかせ る会』

練習日

生のオーケストラをパックに、西北五lこ住む

大勢の人々が新しい会館で “第九"を:秋うこと

を夢見でこの会を結成することになりました。

どうぞあなたも仲間 に人って、美しい津軽平

野と岩木山を背に“第九"をひびかせてみませ

んか。初めての方も大歓迎です。

日時 平成 6年12月 4日(日)午後 2Ili'開演

場所 ふるさと交流圏民センタ一大ホール

指揮 西尾聡治

オーケストラ 吉森市民交料楽団

申し込み・問い合わせ 永田小児科内科医院l人l
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